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の圧電係数が約 9 pm/V となり、エチレンジアミン -コハク酸配列をもつ環状ペプチド


























第五章では、L-αナフチルアラニン、 D-αアントリルアラニン、および 4 つのβア














































KFM および PFM 測定によって、ペプチドナノチューブバンドルにおいてペプチド
ナノチューブのダイポールモーメントの平行配向を導けることを示した。 
 
 以上要するに、本論文は、環状ペプチドの分子集合体であるペプチドナノチューブを、さらに階
層的組織化することで、ダイポールに基づく電気的特性の発現を明らかにしており、ナノ材料ある
いは新規分子デバイスの開発の可能性を示す重要な成果であり、学術上、実際上寄与するところが
少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成
３１年２月２０日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程
学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際しては、
無期限で当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
